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お兄ちゃん，この前
GPSの説明のなかで，
測量は誤差との闘い
だって言ってたよね。

誤差って字は“誤り”って
書いているよね。測量の
誤差は“誤り”ということ？

でも，誤差がない
ように，注意して
測量しているん
でしょう。

もちろん，測量では不注意な
ミスが起こらないように気を
つけている。
測定の際，復唱するとか，測
量作業の途中に必ず一定
のチェックを行うといった作
業手順をマニュアル化する
ことによってミスを防いで
いるんだね。

でも測量で扱ういわゆる「誤差」
とは，このようなミスによるもの
ではなく，たとえ慎重に測量し
たとしても観測値に入り込む
「誤差」なんだ。

これはちょっと誤解を
与えるかもしれないね。
測量では確かに観測
の数値を間違って書
いたり，違った目標物
を測ってしまったりと
いった不注意なミスを
犯すことがあるけど，
これは測量で扱う「誤
差」とは別物と考えた
方がいいね。

そうだよ。
測量ではいかに誤差が
入り込まないようにするか，
いかにその影響を小さく
するかということに大き
な努力を払っているんだ。

読み間違えた
ワン！
再測だワン。

誤差
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ふーん。
慎重に測った
ら誤差はない
んじゃないの？

ふーん。誤差
はなくせない
ということ。

じゃあ，
どうしたら
いいの？

前にジオイドの
説明で話してく
れたガウスね。

さいしょ…
じじ…
難しい名前だワン。

これについて
は来月号から。

そうだね。どんなに
慎重に観測しても，
誤差はなくせない。

観測値は
本来的に観測

のたびにばらつく
ものだと逆に考え
た方がいいかも
しれないね。

この観測のたびにばらつく観測値
を扱うには，ちょっと大変だけど確
率や統計といった数学の知識が
必要になる。

測量では，今から約200年程
前にガウスという人が考え出
した「最小二乗法」という方

法で観測値を処理して
いるんだ。

ところがそうじゃ
ないんだ。
たとえ慎重に慎重に
測ったとしても誤差
をゼロにすることは
できない。

誤差の原因をすべて
取り除くということは，
神ならぬ人間では不
可能ということだね。

人間では
誤差ゼロは
不可能だワン！




